
目

巡回診療評価し信頼築く
出
を
喜
ん
で
受
け
た
。

　
彼
は
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
保

健
省
の
高
官
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

支
部
長
の
中
で
は
唯
［
の
行

政
官
で
あ
る
。
小
児
マ
ヒ
で

不
自
由
な
左
下
肢
を
持
つ
彼

は
、
常
に
弱
者
に
気
配
り
す

る
。
口
数
は
少
な
く
、
温
厚

に
し
て
誠
実
な
人
柄
で
、
承

諾
し
た
計
画
を
、
行
政
官
と

し
て
の
権
限
を
使
い
な
が
ら

確
実
に
進
め
て
く
れ
る
。

スリランカ南部ハンバントタで、医療和平プ
ロジェクトの一環として巡回健康教育を行う
　(ＡＭＤＡ提供)

　
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
・
津

波
は
ス
リ
フ
ン
カ
東
北
部
に

あ
る
タ
ミ
ル
・
イ
上
フ
ム
解

放
の
虎
（
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
）
支
配

地
域
の
住
民
に
も
甚
大
な
損

害
を
与
え
た
。
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
は

国
運
機
関
や
各
国
政
府
の
直

接
支
援
を
拒
否
。
し
か
し
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
緊
急
医
療
支
援

を
全
面
的
に
受
け
入
れ
た
。

二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
支

配
地
域
の
す
べ
て
の
小
学
校

に
衛
生
教
育
を
行
う
こ
と
ま

で
要
請
し
て
き
た
。
経
過
を

説
明
し
た
い
。

　
二
〇
〇
一
年
一
月
。
日
本

政
府
代
表
（
ス
リ
ラ
ン
カ
の

平
和
構
築
お
よ
び
復
旧
・
復

興
担
当
）
の
明
石
康
氏
か
ら

私
に
電
話
が
あ
っ
た
。
「
昨

日
、
コ
ロ
ン
ボ
か
ら
帰
国
し

た
。
政
府
と
反
政
府
の
Ｌ
Ｔ

Ｔ
Ｅ
が
十
九
年
間
に
わ
た
る

内
戦
を
停
戦
し
た
。
日
本
政

府
は
両
者
と
イ
ス
ラ
ム
の
三

ク
ル

ー
プ
に
公
平
に
復
興
支

援
を
す
る
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
る
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
日
の
丸
の
旗

を
掲
げ
た
巡
回
診
療
を
実
施

し
て
ほ
し
い
」

　
頭
の
中
で
ひ
ら
め
い
た
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
っ
た
。
「
ス

リ
ラ
ン
カ
政
府
保
健
省
に
は

サ
マ
ラ
ゲ
医
師
が
い
る
。
イ

ス
ラ
ム
グ
ル
ー
プ
と
は
イ
ス

ラ
ム
圏
に
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支

部
が
あ
る
。
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
と
の

　
ｌ
ａ
４
１
’
９
ｕ
“
￥
ｘ
＆
’
‘
５
’
‘
~
９
”
’
”
‾
１

’
‘

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
日
本
政
府
が

何
と
か
す
る
だ
ろ
う
」
。
同

年
三
月
に
日
本
政
府
が
仲
介

し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
と
Ｌ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
と
の
予
備
会
談
が
箱

根
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
外

務
省
が
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
の
援
助
受

け
入
れ
担
当
高
官
を
正
式
に

紹
介
し
て
く
れ
た
。

　
そ
の
後
二
年
間
に
わ
た
り

Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
地
区
を
含
め
て
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
の
派
遣
者
が

高
温
多
湿
の
悪
環
境
の
中
、

な
い
な
い
づ
く
し
の
住
民
の

た
め
に
悪
戦
苦
闘
し
た
。
三

地
区
の
巡
回
診
療
は
サ
マ
ラ

ゲ
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
ス

リ
フ
ン
カ
支
部
の
尽
力
が
あ

っ
て
の
実
現
で
あ
る
。
そ
の

結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
の
が

信
頼
だ
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ア
ム
ダ
）

理
事
長

・
・
・
一
Ｉ

　
こ
の
連
載
は
毎
月
第
四
日

曜
日
に
掲
載
し
ま
す
。

Ｌ
馴
馳
Ｆ
趾
駝
Ｒ

血
陽
囃
窟
鯛
㈹
圈
響
　
　
　
七
言
節

節

救
え
る
因
が
あ
れ
吸

塵
肩
聯
・
”
言
¨
　
　
　
　
ど
こ
⑩
で
も

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ

　
賜
で
七
月
十
七
日
、
津
波
が

　
発
生
し
た
。
死
者
六
百
五
十

　
一
人
、
行
方
不
明
者
九
十
四

　
人
（
出
典
：
七
月
二
十
七
日

　
・
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
。
Ａ
Ｍ

ｈ
Ａ
は
、
本
部
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
支
部
編
成
の
医
師
団
十

二
人
を
二
週
間
現
地
に
派
遣

し
、
救
援
活
動
を
実
施
。
沖

縄
支
部
か
ら
は
比
屋
根
勉
医

師
が
参
加
し
た
。
主
な
活
動

は
海
岸
か
ら
二
上
一
７
μ
も

離
れ
た
高
台
に
避
難
し
て
い

□19□

菅
波
　
茂

た
三
千
人
の
被
災
者
の
診
原

た
っ
た
。

　
二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
十

六
日
に
発
生
し
た
ス
マ
ト
ラ

島
沖
地
震
・
津
波
の
恐
怖

が
、
住
民
に
パ
ニ
ッ
ク
を
起

こ
し
て
い
た
。
国
際
社
会
の

リランカの医療和平ス

援
助
疲
れ
か
、
活
動
し
た
村

で
は
、
海
外
か
ら
の
医
療
チ

ー
ム
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
だ
け
だ
っ

た
。
　
ス
マ
ト
ラ
渇
仰
地
震
・
津

波
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
け
で

な
く
、
ス
リ
フ
ン
カ
に
も
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

津
波
が
ス
リ
ラ
ン
カ
を
襲
っ

た
時
、
中
心
都
市
の
コ
ロ
ン

ボ
に
い
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
リ
ラ

ン
カ
支
部
長
の
サ
ラ
ス
Ｍ
・

サ
マ
ラ
ゲ
医
師
に
何
回
も
メ

ー
ル
を
送
っ
た
が
、
反
応
が

な
か
っ
た
。
「
海
岸
に
面
し

た
家
に
い
た
彼
は
津
波
に
さ

ら
わ
れ
て
死
亡
し
た
ら
し

い
」
と
の
誤
報
を
信
じ
た
私

は
、
ス
リ
フ
ン
カ
支
部
抜
き

で
救
援
活
動
を
始
め
た
。

　
　
「
な
ぜ
私
に
連
絡
を
し
な

い
の
か
」
と
不
信
に
満
ち
た

メ
ー
ル
が
本
部
に
入
っ
た
の

は
十
二
月
三
十
日
だ
っ
た
。

以
後
付
本
部
、
カ
ナ
ダ
、
二

ュ
ー
ジ
上
フ
ン
ド
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
支
部
か
ら
編
成
さ
れ
た

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師
団
の

受
け
入
れ
に
大
活
躍
を
し
て

く
れ
た
。

　
サ
マ
ラ
ゲ
医
師
は
一
九
九

七
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
業
務
委

託
事
業
と
し
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が

実
施
し
午
「
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
ク
」
に
、

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ア
ン
ビ

ュ
ラ
ン
ス
の
ス
リ
ラ
ン
カ
支

部
か
ら
参
加
し
、
岡
山
に
三

週
間
滞
在
し
た
。
帰
国
前

に
、
彼
か
ら
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス

リ
フ
ン
カ
支
部
設
立
の
申
し
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